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【特集】防災

あなたの協働を応援する補助金制度

国民年金保険料は免除できます！

子ども手当には現況届が必要です！

日々雇用職員を募集します

6月は国保の納税通知書が届きます

6月20日はふれあい音楽祭♪

メモ紙、付せん紙などは資源です！

人権のまど

税務課からのお知らせ

市民病院だより

情報いろいろ

さくら

三日月野外研修センター三日月野外研修センター

( 裏 )
Ｐ20           　　～ アイ  ラブ  おぎ ～
  
　　 ゲストは、泉万里江さん



2平成２２年６月５日号

 

 

　

災
害
に
は
、
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
、
土

砂
災
害
、
高
潮
、
高
波
、
地
震
、
火
災
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
こ
の
時
期
注
意
し
た
い
の
が
、
大
雨
、

洪
水
と
土
砂
災
害
で
す
。

洪　

水

　

昨
年
の
７
月　

日
を
覚
え
て
い
ま
す

２６

か
？
降
り
続
く
雨
に
よ
り
、
早
朝
５
時
に

大
雨
警
報
、
洪
水
注
意
報
が
、
そ
し
て
８

時　

分
に
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

２５

　

通
常
、
１
時
間
に　

㎜
以
上
の
雨
が
降

２０

る
と
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
日
観
測
さ
れ
た
最
大
時
間
雨

量
（　

日　

時
～　

時
）
は　

㎜
。

２６

１０

１１

５４

　

排
水
ポ
ン
プ
の
運
転
を
停
止
（
※
）
し
、 

決
壊
の
恐
れ
が
高
い
と
判
断
し
た
小
城
地

区
と
牛
津
地
区
の
一
部
に
対
し
、
小
城
市

で
初
の
〝
避
難
勧
告
〟
を
出
し
ま
し
た
。

※
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転
調
整

　

六
角
川
・
牛
津
川
に
は
河
川
の
氾
濫

を
防
ぐ
た
め
の
堤
防
が
あ
り
ま
す
。
大

雨
時
、
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
続
け

る
と
水
位
が
上
昇
し
、
破
堤
に
至
り
大

き
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
被
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
排

水
ポ
ン
プ
の
運
転
を
調
整
す
る
こ
と
で

堤
防
の
決
壊
や
越
水
等
を
防
ぎ
ま
す
。

（上）ドゥイング三日月前　水路が増水し、道路が冠水。
（下）牛津川　牛津地区の一部に避難勧告がだされた時の水位。

ＪＲの鉄橋下数メートルまで水かさが増している。

洪水と土砂災害

防
災
防
災　梅雨の時期

を

迎
え
、
突
発
的
な

集
中
豪
雨
が
お
こ
り

や
す
い
気
候
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
然
災
害

は
い
つ
私
た
ち
に
襲
い

か
か
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
事
前
の
対

策
に
よ
り
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
、
家
庭

や
地
域
で
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
交
通
網
を
は
じ
め
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
消
防
や

行
政
な
ど
の
公
共
機
関
が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

自
分
と
家
族
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
普
段
か

ら
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

毎年、梅雨の時期の集中豪雨に備え
“土のう作り”を行う消防団員。

特集
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土
砂
災
害

　

土
砂
災
害
と
は
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
を
指
し
ま
す
。
６
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
狭
い
地

域
に
集
中
し
て
雨
が
降
る
『
集
中
豪
雨
』

が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
、
毎
年
災
害
が

全
国
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
で

は
、
小
城
市
で
も
各
所
で
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

み
ん
な
で
防
ご
う
！
土
砂
災
害

　

６
月
１
日（
火
）
～　

日（
水
）
は

３０

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
！

 

 

 

　

災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時

に
何
を
す
る
か
考
え
て
も
遅
い
の
で
す
。

日
頃
か
ら
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で
、

地
域
で
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

消
防
や
行
政
が
「
守
る
」
と
い
う
こ
と

＋
（
プ
ラ
ス
）
自
分
た
ち
で
「
守
る
」
と

い
う
２
重
の
危
機
管
理
に
よ
っ
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【急傾斜地崩壊危険箇所】【急傾斜地崩壊危険箇所】
(がけ崩れ）(がけ崩れ）

【土石流危険渓流】【土石流危険渓流】 【地すべり危険箇所】【地すべり危険箇所】

がけ崩れは、急な斜面で突発的
に起こります。瞬時に崩れ落ち
るため、避難が遅れがちになり
ます。

●がけからの水が濁ります。
●がけに亀裂が入ります。
●小石がパラパラ落ちてきます。
●斜面がふくらんできます。
●雨水が斜面を流れて溝ができ
   ます。
●斜面の方から大きな音がします。

●山鳴りがします。
●雨が降り続いているのに川の
   水位が下がります。
●川の流れが濁ったり流木が
   混ざり始めます。

●地面にひび割れができます。
●沢や井戸の水が濁ります。
●斜面から水がふき出します。

土石流は谷筋で起きます。土砂な
どが水といっしょに流れ下り、速
度が速く大きな破壊力を持ってい
ます。

地すべりは、一度に広い範囲の地盤
が動き出します。速度はゆるやかで
すが、発生すると大きな被害をもた
らします。

こ　の　よ　う　な　前　ぶ　れ　に　注　意　!こ　の　よ　う　な　前　ぶ　れ　に　注　意　!

守る

小城市消防団長
中尾　 隆  尚 さん

たか なお

中尾団長（左）と秋丸 政  光 副団長
まさ みつ

平成２１年７月２６日　小城町東小松の市道にて
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事
前
の
備
え

防災の心得１その

防災の心得２その
早
め
の
避
難

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

か
ら
の
最
新
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
県
や
市
が
提
供

す
る
最
新
情
報
は
パ
ソ
コ
ン
や

メ
ー
ル
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

「
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
」

　

佐
賀
県
が
提
供
す
る
、
防
災
・

安
全
・
安
心
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

の
サ
イ
ト
で
す
。

◆
登
録
の
仕
方

・kantan@
esam

.j

       
    
  p  
に
空
メ
ー
ル

を
送
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
、
ま
た
は
携
帯
の
Ｕ

http://esam
.jp

Ｒ
Ｌ
に 
          
    
を
入

力
す
る
。

・
左
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
と
す

ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

「
小
城
市
防
災
メ
ー
ル
」

　

小
城
市
が
提
供
す
る
防
災
メ
ー

ル
で
す
。

◆
登
録
の
仕
方

ogi-shim
in@
bousai.city-ogi.j

        
   
                 p  

に
空
メ
ー
ル
を
送
る
。

・
左
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
と
す

ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

「
小
城
市
防
災
行
政
無
線
」

の
放
送
内
容
が
電
話
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
！

　

こ
れ
ま
で
は
、
大
雨
の
時
や
暴

風
雨
の
際
に
、
防
災
行
政
無
線
で

の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
等
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
放

送
か
ら
３
時
間
以
内
は
、
電
話
を

か
け
る
こ
と
に
よ
り
聞
き
直
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
話
番
号 

☎
０
９
５
２−

　

−

５
２
５
８

５１

　

電
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
回
線
は
６
回
線
で
す
。

話
し
中
の
場
合
に
は
、
恐
れ
入
り

ま
す
が
再
度
お
か
け
直
し
く
だ
さ

い
。

■
避
難
は
慌
て
ず
、
早
め
に

　

市
が
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い

る
住
民
に
対
し
て
避
難
を
お
願
い

す
る
場
合
、「
避
難
勧
告
」
と
「
避

難
指
示
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の

規
定
に
よ
り
、
市
町
村
長
が
判
断

し
て
発
令
し
ま
す
。
緊
急
性
で
は

「
避
難
指
示
」
の
ほ
う
が
「
避
難

勧
告
」
よ
り
高
く
、
拘
束
力
が
強

く
な
り
ま
す
。
市
か
ら
避
難
情
報

が
出
た
場
合
に
は
、
慌
て
ず
、
速

や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

１. 非常持ち出し品の事前準備を１. 非常持ち出し品の事前準備を２. 大雨や台風に備えて２. 大雨や台風に備えて、家の家の
     まわりを点検・整備しておく     まわりを点検・整備しておく

３. 避難所や避難路を確認しておく３. 避難所や避難路を確認しておく

自分の地区の避難所はどこなの
か、そこへ安全に行くためには
どう行けばいいのかを家族で確
認しておきましょう。

家のまわりに吹き飛ばされそう
なものはないか、TVアンテナ
などは傷んでいないか確認して
おきましょう。また、家の前の
排水溝がつまっていないかなど
の確認も必要です。

避難するときの荷物は必要最低
限とし、事前に準備しておきま
しょう。
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地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災

■
自
主
防
災
組
織

　

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
消

防
や
警
察
な
ど
の
公
共
機
関
『
公
助
』

が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
地
域
の
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
行
う
初
期
消
火
、
負

傷
者
の
救
助
な
ど
の
活
動
が
被
害
の
防

止
・
軽
減
の
た
め
に
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」『
自
助
』
と
い
う
心
構
え
で
積

極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

■
災
害
時
要
援
護
者

　

災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
自
力
で
の

避
難
が
で
き
な
い
方
（
災
害
時
要
援
護

者
）
に
と
っ
て
は
、
地
域
で
助
け
合
う

『
共
助
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
声
か
け
や
見
守
り
、
災
害

時
の
安
否
確
認
・
避
難
支
援
な
ど
を
地

域
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

防災の心得３その

　

市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
難
病
患
者
等
の
方

で
、
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と

す
る
方
た
ち
を
対
象
と
し
た

「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」へ
の

登
録
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
台
帳
に
よ
る
情
報
を
地

域
の
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と

共
有
し
、
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
、
連
携
を
図
り
ま
す
。

■
登
録
を
希
望
す
る
方

　

福
祉
課
で
登
録
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
の
方
な

ど
の
代
理
申
請
も
可
能
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災害時要援護者の登録を

【問合せ】・土砂災害について　　　　　　　建設課（芦刈庁舎）　☎６３－８８２５
　　　　　・自主防災組織　　　　　　　　　総務課（牛津庁舎）　☎６３－８８１８
　　　　　・災害時要援護者避難支援制度　　福祉課（三日月庁舎）☎７３－８８２０

支援を希望される方
（高齢者・障がい者など）

市役所（福祉課）
登録台帳の管理

民生委員
児童委員

自治会
自主防災組織

避難支援者
（近隣の方など）

登録の申し込み

協力協力

情報の共有
･声かけ
･見守り
･災害時の支援

地域の助け合いが大切！地域の助け合いが大切！
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小城市協働支援事業補助金

 
協
働
っ
て
？

　

今
、
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
ち
ょ
っ
と
見
渡
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

普
段
生
活
し
て
い
る
と
様
々
な

課
題
に
直
面
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
自
分

で
解
決
で
き
る
こ
と
（
自
助
）、
そ

し
て
み
ん
な
の
力
を
結
集
し
て
解

決
に
向
け
取
組
む
こ
と
（
共
助
）、

そ
れ
で
も
解
決
で
き
な
い
こ
と
は

行
政
が
補
完
的
に
支
援
す
る
（
公

助
）
と
い
う
解
決
す
る
手
段
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
協
働
と
は
》
…

「
異
種
・
異
質
の
組
織
」
が
「
共

通
の
目
的
」を
果
た
す
た
め
に「
そ

れ
ぞ
れ
の
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
や
特

性
）
を
持
ち
寄
り
、「
対
等
の
立

場
」
で
「
協
力
し
て
働
く
」
こ
と

で
す
。

《
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
は
》
…

Civil
Society

O
rganizatinon

               
            s  

（
市
民
社
会
組
織
）
の
略
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
限
ら
ず
婦
人
会
、

老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
っ
た
組
織

･団
体
も
含
め
て
の
呼
称
で
す
。

　
「
市
民
協
働
」
は
、
な
じ
み
の
な

い
た
め
難
し
く
捉
え
が
ち
で
す
。

　

市
で
は
分
か
り
や
す
く
、
共
に

理
解
で
き
る
よ
う
こ
う
考
え
ま
す
。

・
お
互
い
様
の
心
で
助
け
合
い

ま
し
ょ
う
。

・
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
で
解

決
し
ま
し
ょ
う
。

・
気
づ
い
た
こ
と
を
気
づ
い
た

人
か
ら
行
動
し
創
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

も
っ
と
地
域
力
を
！

　

市
で
は
、
協
働
に
つ
な
げ
推
進

を
図
る
た
め
、
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
「
よ
う
こ
そ
」
で
も
申

請
を
受
付
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「小城市協働支援事業補助金」を
活用してみませんか？
小小小城市 助金」を
活活活用してみませんかか？？

～わたしたちのまちは、わたしたちで～
“市民協働”による新たな地域の創造

補助事業

（１）地域リーダー及び
　　コーディネーター育成事業

（２）協働体制支援事業

（３）ステップアップ事業

（４）市長が特に必要と認める事業

協働の意識の芽生え
市民協働をすすめるための行動指針より

スタートは､あいさつから！

市民協働をすすめるための行動指針

協働のための基本原則
４.情報公開と共有１.対等な関係

５.認めあう２.相互理解
６．楽しさを見いだし、共感する。
　　（楽しさづくり、仲間づくり）３.目的の共有と明確化

例えばこれも「協働」！

高齢化・核家族化の進行で
ご近所付き合いも少なくな
り、生活に悩みも…。

あいさつやふれあいが
地域を元気にするきっかけ
に！

それぞれが地域で目的を持
ち行動するようになり､元
気なまちに！

※小城市協働読本より
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平成２１年度　補助活用者（団体）
更に協働事業を広めるため、次のような事業で活用されました。

（１）地域リーダー及びコーディネーター育成事業
　

江島佐知子さん（小城町）
九州創発塾２００９の感想

市民協働の推進にとって､ネット
ワーク構築の重要性を感じまし
た。「ようこそ｣を通じ､市民の皆
さんの活動と連携し､和を広げて
いくためのパイプ役として活動
ができればと思います｡

　

西岡明樂さん（ようこそサポーター）
NPO活動推進フォーラム
やまがた大会の感想

全国に広がったネットワークを
活用し､他県の取組事例等を取り
込み､中間支援機能の更なる充実
を図りたいと思います｡

　

西岡久冨美さん（牛津町）
九州創発塾２００９の感想

お互いを認めあうことでコミュ
ニティは深くなると考えます｡地
域に残る歴史などの活力を共有
し､連携と豊かさを育むため､市
民協働による行動に結びつけて
行きたいと思います｡

（２）協働体制支援事業
　

◆事業名：
第１２回ホタルの里コンサート
◆実施主体：第１２回ホタルの里
コンサート実行委員会
◆事業目的：歴史的建造物の魅力
を再認識し、地元に残る文化財に
対する意識高揚を図り､本物の音
楽に触れることで文化の香る小
城のまちづくり、ひとづくりを推
進する。

　

◆事業名：
第８回小城ア・カペラコンテスト
◆実施主体：♪おぎおん
（おぎ音楽ネットワーク）
◆事業目的：音楽による人、まち
の活性化を図り、地域の賑わいを
創出する。また、文化の香るまち
づくりに市民協働で取り組む小
城市の情熱を県内外へＰＲする。

　

◆事業名：
小城上町深川家おひなさま
◆実施主体：
深川家、おひなさま実行部
◆事業目的：国登録文化財・２２世
紀に残す佐賀県遺産である小城
上町「深川家住宅」のリニューア
ルに伴う一般公開と賑わいの場
を創出する｡

色んなアイデアを出し合いないがら、より住みやすい小
城市を私たちの手で作っていきましょう。
「協働」はそのための手段です。
ＣＳＯ市民活動センターようこそでは、そのお手伝いを
します。

【問合せ】企画課　市民協働推進係　（牛津庁舎）
　　　　　担当　森永・熊谷　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８
　　　　　E-mail  kikaku@city.ogi.lg.jp

ＣＳＯ市民活動センターようこそ
ＣＳＯ活動拠点サポーター
西岡　明樂（通称：めいらく）　
　皆さんの活動及び協働に関する事
業をお手伝いします！説明に出向き
ますので、気軽にお電話ください！

●開館時間　１０時～１７時
　　　　　　（日曜･祭日は１１時～１５時）
●休館日　毎週水曜日　●TEL　７２－３５６６
●E-mail  youkoso@ia9.itkeepen.ne.jp
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女
性
の
視
点
か
ら
市
政
を
考
え
る 

「
小
城
市
女
性
人
材
バ
ン
ク
」

へ
の
登
録
者
を
募
集
中
！

「
女
性
人
材
バ
ン
ク
」
と
は
？

　

市
の
施
策
に
女
性
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
各
種
審
議
会
な
ど

の
委
員
を
選
考
す
る
際
に
、
女
性

委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
の
リ
ス
ト
で
す
。

◆
登
録
者
要
件

・
市
内
在
住
又
は
在
勤
す
る
満　
２０

歳
以
上
の
女
性

・
審
議
会
等
の
委
員
と
し
て
活
動

意
欲
の
あ
る
女
性

◆
登
録
方
法

　

企
画
課
に
設
置
し
て
い
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
市
Ｈ
Ｐ
内

女
性
人
材
バ
ン
ク
で
検
索
。）

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、「
女
性
人
材

バ
ン
ク
」
の
み
に
使
用
し
、
他

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
補

助
金
」
を
活
用
く
だ
さ
い
。

　

地
域
及
び
団
体
で
男
女
共
同
を

進
め
る
事
業
（
女
性
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
男
性
の
家
事
参
加
・
Ｄ
Ｖ
啓

発
な
ど
）
に
対
し
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
助
成
額
な
ど
詳
し
く
は

小
城
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象
事
業

１
男
女
参
画
社
会
の
形
成
を
目
的

と
し
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修

会
へ
の
参
加

②
団
体
が
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
研
修

会
２
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

た
め
に
有
効
な
事
業

①
研
修
会
・
講
演
会
な
ど
の
啓
発

事
業
開
催

　
（
テ
ー
マ
：
Ｄ
Ｖ
・
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
）

②
刊
行
物
発
行
・
調
査
事
業

◆
平
成　

年
度

２１

　

補
助
金
活
用
事
例

「
小
城
市
男
女
共
同
参
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催

～
家
族
・
地
域
で

　
　

こ
こ
ろ
か
よ
わ
せ
て
～

講
師
：
副
田
ひ
ろ
み
さ
ん

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

平
成　

年
２
月　

日
、
Ｊ
Ａ

２２

１６

小
城
女
性
部
へ
出
張
講
座

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

　
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

山
下
・
熊
谷

　

☎　
－

８
８
０
３

６３

平成２２年度　週間キャッチフレーズ

「話そう、働こう、
育てよう。いっしょに。」
―６月２３日～２９日は男女共同参画週間ですー
【申込み・問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）
　　　　　　　　　担当　山下・熊谷　☎６３－８８０３

男女共同参画
シンボルマーク

男女共同参画
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平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、
月

２２

額
１
５
、
１
０
０
円
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

 

①
免
除
申
請

　

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
、

ま
た
は
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免

除
（
一
部
納
付
）
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者
…
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額

以
下

※
一
部
免
除
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
一
部
納
付
額
を
未
納
さ
れ
る

と
、
一
部
免
除
も
無
効
（
未
納
と

同
じ
）
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

保
険
料
の
納
付
期
間
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

◆
対
象
者
…　

歳
未
満
の
方
で
、

３０

本
人
、
配
偶
者
の
前
年
度
所
得

が
一
定
額
以
下

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

保
険
料
の
納
付
期
間
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

◆
対
象
者
…
学
生
の
方
で
本
人
の

前
年
度
所
得
が
一
定
額
以
下

　

学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
、
在

学
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

退
職
（
失
業
）
時
の
特
例
免
除

制
度

　

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）
し
た

方
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で

き
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
で
は
、

通
常
は
審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本

人
の
所
得
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含

ま
れ
ま
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
認
め
印

・
離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
な
ど
、
失
業
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の

証
明
書

被
扶
養
配
偶
者
の
方

　

厚
生
年
金
加
入
者
の　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方

６０は
、
配
偶
者
の
退
職
（
失
業
）
に

よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第

３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
に
変
わ
り
、
保
険
料
の
納
付

義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方

も
、
配
偶
者
の
方
が
退
職
（
失
業
）

時
の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
を
納
め
な
く
と
も
、

免
除
さ
れ
た
期
間
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚

生
年
金
の
受
給
資
格
期
間

の　

年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

２５

●
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の

１
の
年
金
額
が
保
障
さ
れ

ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

◎
全
て
の
免
除
申
請
の
手
続

き
場
所

・
各
庁
舎
総
合
窓
口

・
国
保
年
金
課（
小
城
庁
舎
）

国民年金保険料の免除制度を
ご存知ですか？
【問合せ】国保年金課（小城庁舎）　
　　　　　担当　古川　☎７３―８８０２
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子ども手当の現況届をお忘れなく！！
　現在、子ども手当の受給対象になられている方は、毎年６月に『現況届』の提出が必要です。この届は平成
２２年６月１日時点における児童の養育状況や加入年金状況などを確認し、受給資格を審査するための大切な手
続きです。受付期間中に提出がない場合は、子ども手当法第１０条に基づき６月以降の手当が差し止めになりま
す。なお、対象者には６月初旬に通知（現況届）を郵送しますので、お早めの手続きをお願いします。
＊平成２２年３月以降に『子ども手当認定請求』をされた方は、今回の現況届の提出は不要ですが、認定請求以
降に児童の養育状況や加入年金等で異動が生じた場合には届出が必要です。
＊平成２２年３月以降に『子ども手当額改定認定請求（増額申請）』をされた方は、現況届の提出が必要です。

手続きに必要なもの
①現況届（６月初旬発送）
②印鑑（朱肉を使うもの）
③受給者の健康保険証または年金加入証明書どちらか一方で可（国民年金の方は不要）
④養育している児童と別居されている場合は、別居している児童の属する世帯全員の住民票謄本
　＊別居児童の住所が小城市内にある場合は、住民票謄本は不要です。

◇受付期間　　６月１０日（木）～６月３０日（水）※土日を除く。
◇受付時間　　９時～１７時
◇受付場所　　小城市役所こども課（小城庁舎２階）
　【各庁舎での受付】

　※受付日を庁舎ごとに分けておりますが、こども課（小城庁舎）では随時受け付けます。

　【時間外受付】

　【休日受付】

子ども手当の６月の支払日は１５日（火）です！
【問合せ】こども課　子育て支援係（小城庁舎）担当　水田　☎７３－８８２１

受　付　場　所受　付　日
小城庁舎（１階ロビー）６月１０日（木）～６月１４日（月）
三日月庁舎（１階北フロア）６月１５日（火）～６月１７日（木）
芦刈庁舎（１階ロビー）６月１８日（金）
牛津庁舎（１階ロビー）６月２１日（月）～６月２２日（火）
小城庁舎（２階こども課）６月２３日（水）～６月３０日（水）

受付場所受付時間受付日
小城庁舎（１階ロビー）１７時３０分～２０時６月１４日（月）

受付場所受付時間受付日

小城庁舎（１階ロビー）９時～１６時６月２０日（日）
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子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の　
　
　
 

　
　
　
　
　
　

身
近
な
相
談
役

供
母
子
保
健
推
進
員
僑　 

　
　
　
　
　
　

で
す

　

市
に
は
、
小
城
町　

人
、
三
日

２１

月
町　

人
、
牛
津
町　

人
、
芦
刈

１９

１７

町
９
人
の
合
わ
せ
て　

人
の
母
子

６６

保
健
推
進
員
が
い
ま
す
。
会
議
や

研
修
で
知
識
を
深
め
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
と
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
分
か
れ
健
診
の
呼

び
か
け
や
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の

話
し
相
手
と
し
て
各
家
庭
を
訪
問

し
て
い
ま
す
。
特
に
生
後
４
か
月

前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
手
作
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
訪
問
し

ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

写
真
は
第
１
回
の
会
議
参
加
者

で
す
。

【
問
合
せ
】　

健
康
増
進
課

　

母
子
保
健
係　
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

島
ノ
江

　

☎　

－

８
８
２
２

７３

 

 

 

県
政
功
労
者
知
事
表
彰 

小
城
市
か
ら
３
名
が
受
章

　

５
月　

日
（
月
）、
佐
賀
県
庁
で

１０

「
平
成　

年
度
県
政
功
労
者
知
事

２２

表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
小
城
市

か
ら
３
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
政
功
労
者
は
明
治　

年
（
１

１６

８
８
３
年
）
５
月
９
日
に
佐
賀
県

が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
産

業
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地
方
自
治

な
ど
の
分
野
で
貢
献
し
た
人
を
毎

年
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

受
章
者
の
方
々

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
芸
術

文
化
の
振
興

石
井
外
科
医
院　

院
長

石
井　
 
倫  
平 　

さ
ん

り
ん 
ぺ
い

民
生
の
安
定
・
保
健
衛
生
の
向
上

松
永
歯
科
医
院　

院
長

松
永　
 
正  
也 　

さ
ん

せ
い 
や

治
安
維
持

小
城
地
区
交
通
安
全
協
会

水
田　
 
善  
久 　

さ
ん

よ
し 
ひ
さ

【
問
合
せ
】
総
務
課

　

秘
書
広
報
係　

担
当　

田
中

　

☎　

－

８
８
１
８

６３

三日月町 小城町

芦刈町 牛津町
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平
成　

年
度 

２２

小
城
市
日
々
雇
用
職
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
日
々
雇

２２

用
職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

１
、
雇
用
条
件

◆
採
用
日　

　

平
成　

年
７
月
１
日
以
降

２２

◆
雇
用
期
間　

　

１
期
間
６
ヶ
月
以
内

　
（
延
長
１
期
間
、最
長 
年
度
末
）

◆
勤
務
日
数　

週
５
日
以
内

　

又
は
週　

時
間　

分
以
内

３８

４５

◆
勤
務
時
間

　

８
時　

分
～　

時　

分（
原
則
）

３０

１７

１５

※
勤
務
日
数
・
時
間
は
要
相
談

◆
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

◆
年
次
休
暇　

有

◆
賃
金　

日
額
（
時
給
）

　
（
支
給
日　

翌
月　

日
）

１５

◆
諸
手
当　

超
過
勤
務
手
当

◆
給
与
支
給
方
法　

口
座
振
込
み

◆
保
険
適
用　

勤
務
時
間
数
に
よ
り
有
（
社
会

保
険
、
雇
用
保
険
、
災
害
補
償
）

◆
そ
の
他　

住
居
要
件
な
し

　
　
　
　
　

必
要
な
資
格
な
し

２
、
具
体
的
な
職
種
、
業
務
内
容
、

必
要
な
資
格
、
勤
務
形
態
、
勤
務

場
所
、
賃
金
等

　

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
、
申
込
み
方
法

◆
提
出
書
類

市
販
の
履
歴
書
に
記
入
し
た
も

の
。

◆
提
出
方
法

・
持
参　

小
城
庁
舎　

学
校
教
育

課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送　

封
筒
の
表
に
「
履
歴
書

在
中
」
と
朱
書
き
し
て
左
記
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
４
５−

８
５
０
１　
　

　

小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地　
２１

　

小
城
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課　

宛

※
注
意

・
履
歴
書
に
は
必
ず
写
真
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
履
歴
書
に
は
必
ず
昼
間
連
絡
が

と
れ
る
電
話
番
号
（
携
帯
電
話

番
号
な
ど
）
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

・
履
歴
書
の
返
送
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
予
め
了
承
下
さ
い
。

４
、
受
付
期
間　

　

６
月
７
日
（
月
）

～　

日
（
金
）
必
着

１８

５
、
採
用
方
法

　

担
当
課
で
試
験
を
実
施
し
、
採

用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

人
が
消
防
団
に
入
団

５１
　

小
城
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

４
月　

日
（
日
）
に
小
城
消
防
署

１１

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
消
防
団
に　

人
が

５１

入
団
し
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、

三
日
月
第
１
分
団
第
１
部
の
小
川

大
輔
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
さ
っ
そ
く
新
し
く

部
長
や
班
長
に
な
っ
た
団
員
と
新

入
団
員
を
対
象
に
基
本
的
な
動
作

訓
練
と
消
防
団
員
と
し
て
の
心
構

え
に
つ
い
て
講
話
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
※
消
防
団
員
随
時
募
集
中

　

女
性
消
防
団
員
も
募
集
中
で
す
。

【
問
合
せ
】
消
防
・
交
通
係　

　

担
当　

相
川　

　

☎　
－

８
８
１
８

６３

 まちの話題
小
城
建
設
業
協
会
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　

４
月　

日
（
月
）、
同
協
会
は

２６

青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

祇
園
川
周
辺
で
清
掃
活
動
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
約　

人
４０

が
川
辺
の
草
刈
り
を
は
じ
め
、

ベ
ン
チ
の
ペ
ン
キ
塗
り
、
ト
イ

レ
の
落
書
き
消
し
、
枯
れ
た
ツ

ツ
ジ
約　

本
の
植
え
替
え
な
ど

５０

を
行
い
ま
し
た
。

担当課（係）
申し込み・
連絡先

賃　金募集人員
（予定）

主な
勤務場所

基本的な
勤務形態業務内容職　種

学校教育課
学校食育推進係
（小城庁舎）
☎７３－８８０７

日額６，２００円
（時給８００円）若干名給食センター

給食センター
月～金

８：３０～１７：１５
給食調理
業務

給食
調理員

詳細は市のホームページ（http://www.city.ogi.lg.jp/）にも掲載しています。

新入団員代表　小川　大輔さん
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 まちの話題
法
務
大
臣
か
ら
の

感
謝
状
贈
呈

　

４
月　

日
（
水
）、
真
子
忠
敏

２８

さ
ん
（
小
城
町
本
山
）
へ
、
法

務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

真
子
さ
ん
は
、
平
成
９
年　
１０

月
か
ら
今
年
の
４
月
１
日
ま
で

の　

年
半
の
間
、
人
権
擁
護
委

１２
員
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ま
方

の
人
権
の
擁
護
と
人
権
の
思
想

の
普
及 
高  
揚 
に
尽
く
さ
れ
ま
し

こ
う 
よ
う

た
。
そ
の
長
年
の
活
動
に
対
し

感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

長
い
間
お
つ
と
め
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
平
成　

年
度 

２２

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税 

通
知
書
を
発
送
し
ま
す　

　

今
月
、
平
成　

年
度
国
民
健
康

２２

保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

　

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
は
、
次
の

２２

よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
国
保
税
の
負
担
限
度
額
が 

　

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
的
に
毎
年
伸
び

て
い
く
医
療
費
の
支
払
い
に
対
応

す
る
も
の
で
す
。

〈
小
城
市
国
保
が
支
払
っ
た
医
療

費
も
、
合
併
時
の
平
成　

年
度
と

１７

平
成　

年
度
を
比
べ
る
と
、
５
億

２１

円
以
上
も
増
え
て
い
ま
す
〉

○
国
民
健
康
保
険
税
負
担
限
度
額

の
内
訳

・
医
療
給
付
費
分

　
　
　

万
円
→　

万
円

４７

５０

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　
　
　

万
円
→　

万
円　
　

１２

１３

・
介
護
納
付
金
分

　
　
　

万
円
は
変
わ
ら
ず

１０

　

合
計
４
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆
納
税
額
の
軽
減
制
度
を 

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
、

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
税
額
の
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
と
一
緒
に
詳
し
い

内
容
の
ち
ら
し
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
は

み
ん
な
で
支
え
あ
う

制
度
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
合
せ
】

・
国
保
年
金
課　
（
小
城
庁
舎
）　

　

担
当　

坂
田　

　

☎　

－

８
８
０
２

７３

・
税
務
課　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

副
島

　

☎　

－

８
８
０
１

７３

小城市文化連盟発足５周年記念
　

小
城
市
文
化
連
盟

発
足
５
周
年
と
な
り
、

日
ご
ろ
支
部
（
旧
町
）

毎
に
練
習
し
て
い
る

団
体
が
一
堂
に
会
し
、

発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

和（
大
正
琴
・
邦
楽
）

と
洋
（
吹
奏
楽
・
コ
ー

ラ
ス
）
が
織
り
な
す

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

大正琴
・大正琴 琴郁会
・岡田流 琴樹会
・琴城流 琴郁会
・琴郁会 ほうずき

吹奏楽
・小城ウインドアンサンブル 邦　楽

・文化箏 琴の音会
・箏曲穂波会
・小城邦楽会
・箏曲 巳翔会
・牛津宿場華太鼓
・文化箏 箏遊会

コーラス
・小城チェリーメイト
・三日月町うたごえクラブ

【問合せ】生涯学習課
　　　　　小城市文化連盟　☎73-8803

♪日時：６月20日（日）
　　　　　13時開場 /13時30分開演
♪場所：ドゥイング三日月
入場無料
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障
が
い
福
祉
係
か
ら
の 

お
知
ら
せ　
　
　
　
　

●
療
育
キ
ャ
ン
プ
等 

参
加
助
成
事
業

　

親
の
会
な
ど
が
主
催
す
る
宿
泊

を
伴
う
療
育
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加

費
用
へ
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

市
内
在
住
の
身
体
障
が
い
者

（
児
）
ま
た
は
知
的
障
が
い
者

（
児
）
の
方

◆
助
成
額

一
人
一
泊
に
つ
き
３
千
円
を
限

度
と
し
、
実
支
出
額
と
を
比
較

し
て
少
な
い
方
の
額

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
わ
か
る

も
の
（
主
催
者
、
実
施
期
間
、

参
加
費
が
わ
か
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
）

・
参
加
申
込
書
（
キ
ャ
ン
プ
へ

の
申
込
後
の
控
え
な
ど
）

※
実
際
に
参
加
さ
れ
る
前
に
、
決

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

定
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

り
ま
す
の
で
、
予
定
さ
れ
て
い
る

画
臥

蚊
蚊方
は
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
障
害
者 配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

お
弁
当
の
提
供
と
安
否
確
認
を

行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
、
市
内
在
住
の

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
調
理
が

１８

６５

困
難
な
方
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
昼

食
と
夕
食

◆
費
用
（
個
人
負
担
）

　

１
食
あ
た
り
４
０
０
円

※
本
人
の
心
身
の
状
況
や
家
族
の

状
況
に
よ
り
、
利
用
の
可
否
を
判

断
し
ま
す
。

●
重
度
障
害
者
（
児
） 

紙
お
む
つ
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
に
、

紙
お
む
つ
や
尿
取
り
パ
ッ
ト
を
支

給
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象

３
歳
以
上
の
重
度
の
身
体
障
が

い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、

２
級
）及
び
知
的
障
が
い
者（
療

育
手
帳
Ａ
）

◆
助
成
額

　

月
額
６
、
０
０
０
円

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑

※
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
問
合
せ
】　

福
祉
課　

　

障
が
い
福
祉
係（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

嘉
村

　

☎　

－

８
８
２
０　

７３

ま
む
し
に
咬
ま
れ
て 

し
ま
っ
た
ら　
　
　

　

ま
む
し
抗
毒
素
の
市
内
保
有
医

療
機
関
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

た
だ
し
、
平
成　

年
４
月
の
調

２２

査
時
点
の
も
の
で
す
の
で
、
受
診

さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
各
医
療
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
小
城
町

　
　

小
城
市
民
病
院

　
　
　

☎　

―
２
１
６
１

７３

　
　

石
井
外
科
医
院

　
　
　

☎　

―
３
６
４
１

７３

◆
三
日
月
町

　
　

江
口
病
院

　
　
　

☎　

―
３
０
８
３

７３

◆
牛
津
町

　
　

樋
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

☎　

―
４
８
３
８

６６

【
問
合
せ
】

　

健
康
増
進
課　

保
健
予
防
係

　

☎　
－

８
８
２
２

７３

 まちの話題
芦
刈
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
で
大
活
躍
！

　

５
月
５
日
（
水
）
講
道
館

（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
た
第　
３０

回
全
国
少
年
柔
道
大
会
の
結
果

を
、
佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
５
人
と
全
部
員
、
保
護
者

と
共
に
辻
コ
ー
チ
か
ら
市
長
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
ベ
ス
ト　

に
、

１６

個
人
戦
で
は
山
田
駿
汰
君
（
芦

刈
小
５
年
）
が
ベ
ス
ト
８
に
入

賞
し
、
全
国
に
柔
道
王
国
小
城

市
芦
刈
を
定
着
づ
け
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

一
つ
の
目
標
に
向
け
、
ま
さ

し
く
監
督
、
コ
ー
チ
及
び
部
員

そ
し
て
家
族
、
地
域
が
一
体
と

な
り
取
組
ん
だ
成
果
が
育
ん
だ

も
の
で
す
。
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 まちの話題
佐
賀
県
産
材
の
長
い
す

の
寄
贈

 
「
佐
賀
県
み
ど
り
会
」（
佐
賀

県
林
務
技
術
職
員
退
職
者
会
）

が
、
５
月　

日
、
小
城
市
に
木

１０

製
長
い
す
５
脚
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
賀
県
み
ど
り
会
は
地
球
環

境
に
優
し
く
、
温
か
み
が
あ
る

木
製
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
平
成　

年
か
ら
毎
年
、
佐

１７

賀
県
産
材
を
利
用
し
た
長
い
す

を
製
作
し
、
県
内
の
小
中
学
校

や
公
共
施
設
等
へ
寄
贈
を
す
る

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
で
は
多
く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
桜
城
館
、

ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
、
市
民
図

書
館
芦
刈
分
室
に
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

雑
が
み
類
は
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　

！！

　

包
装
紙
・
メ
モ
紙
・
名
刺
等
の

小
さ
な
紙
も
、
立
派
な
資
源
！

　

捨
て
ず
に
、
毎
週
第
１
水
曜
日

の
資
源
物
回
収
に
出
し
ま
し
ょ

う
！

◆
集
積
所
へ
の
出
し
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
問
合
せ
】
環
境
課

　

廃
棄
物
対
策
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

久
原
、
川
崎

　

☎　

－

８
８
０
３

７３

小
城
市
廃
棄
物
中
継
セ
ン
タ
ー

は
祝
祭
日
も
運
営
し
て
ま
す　
！！

　

祝
祭
日
も
ご
み
の
受
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
日
に
な
か
な

か
ご
み
の
持
込
み
が
で
き
な
い
方

は
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
祝
祭
日
の
受
入
時
間　

　

８
時　

分
～　

時

３０

１６

【
問
合
せ
】
環
境
課
施
設
係　

　
（
小
城
市
廃
棄
物
中
継
セ
ン 

　

タ
ー
（
牛
津
町
）
内
）

　

☎　

－
８
８
３
２

６３
人
権
の
ま
ど

供
名
水
は
名
水
の
ま
ま
に
僑の た

め
に

社
会
教
育
指
導
員　

早
田
圭
吾

　

人
権
は
、
生
活
権
へ
と
拡
が
り
、

そ
こ
に
環
境
権
も
組
み
込
ま
れ
て

き
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
小
城
市

で
は
名
水
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
数
か
月

の
間
で
見
聞
き
し
た
こ
と
の
中
か

ら
気
に
な
っ
た
こ
と
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
富
士
山
」
の
伏
流
水
で
、
今
湧

き
出
て
い
る
そ
の
湖
の
水
は
、
標

高
２
千
メ
ー
ト
ル
付
近
に
降
っ
た

雨
水
で
、
し
か
も　

年
程
前
の
も

５０

の
と
の
こ
と
。「
天
山
」山
系
の
小

城
の
水
は
『
ま
だ
旨
い
』
と
聞
き

ま
し
た
。
た
だ
、
い
つ
ま
で
旨
い

か
は
？
？
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

あ
る
近
隣
の
地
域
で
は
残
留
肥

料
等
の
窒
素
分
な
ど
が
多
く
て
ま

ず
い
と
か
。
水
サ
ミ
ッ
ト
で
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
水
か
ら

（
自
ら
）
で
き
る
こ
と
、
つ
た
え
る

こ
と
で
し
た
。
実
は
人
権
も
自
ら

な
の
で
す
。

　
供
名
水
は
名
水
の
ま
ま
に
僑
…
。

そ
の
た
め
に
私
に
で
き
る
自（
水
）

か
ら
の
こ
と
は
、
除
草
剤
や
農
薬

の
散
布
を
１
回
で
も
少
な
く
す
る

こ
と
。
化
学
肥
料
よ
り
ぼ
か
し
菌

利
用
な
ど
の
有
機
肥
料
を
１
回
で

も
多
く
使
う
こ
と
。

　

そ
れ
が
私
の
水
サ
ミ
ッ
ト
後
の

自
ら
（
水
か
ら
）
の
課
題
（
テ
ー

マ
）
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
懇
談

会
で
の
ビ
デ
オ
「
人
権
入
門
」
の

な
か
の
セ
リ
フ
『
人
権
は
日
常
生

活
の
な
か
で
空
気
み
た
い
な
も

の
』
と
あ
り
ま
し
た
。

　

人
権
は
日
常
生
活
の
伏
流
水
と

も
い
え
る
存
在
な
の
か
…
と
一
人

み
ょ
う
に
納
得
し
て
い
る
し
だ
い

で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
の

た
め
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
る
人
権
擁
護
委
員
が
、
３
月　
３１

日
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ら
れ
た
人
権
擁
護
委
員
は
、

前
回
に
引
き
続
い
て
再
任
さ
れ
た

円
城
寺
昌
子
さ
ん（
小
城
町
横
町
）

と
新
た
に
就
任
さ
れ
た
一
ノ
瀬 
一 かず

 
磨 
さ
ん
（
小
城
町
畑
田
）
の
お
二

ま人
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

２２

か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の

２５

３１

３
年
間
で
す
。

③雑誌と一緒に紙ひもで
結び、集積所に出す

②使い古しの封筒に入れ
る

①メモ紙、付せん紙、名
刺等
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税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【 夜間納税相談】
 ６月１０日、２４日（木）
 １７：３０～２０：００
 場所　小城庁舎１階　
 　　　税務課

【問合せ】
 税務課（小城庁舎）
 ☎７３－８８１０
 ☎７３－８８０１

納期限を守りましょう！
６月３０日（水）納期限　　 市県民税　１期　　 国民健康保険税　１期

　６５歳以上の年金受給者で、前年中の年金所得にかかる市県民税の納税義務のある
方は、公的年金から特別徴収（年金天引き）されます。ただし、下記の方は対象と
なりません。
◆介護保険料が年金から引き落としされていない方
◆引き落とされる市県民税額が老齢基礎年金等の額を超える方など

平成２１年度に年金天引きされた方
（例）市県民税の年税額が9万円（年金所得のみ）の場合

【問合せ】課税係　☎７３－８８０１

市県民税の公的年金からの特別徴収（年金天引き）

　老齢基礎年金又は昭和６０年以前の制度による老齢年金、
退職年金等を言います。障害年金及び遺族年金などの非課
税年金からは、市県民税の引き落としはされません。

引き落としの対象
となる年金とは

　引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した市
県民税額のみです。給与所得や事業所得などの金額から計
算した市県民税額は、これまでどおり給与所得からの引き
落とし、又は納付書で納めていただくこととなります。

引き落としされる
市県民税額は

　引き落とし開始後、市外への転出、税額の変更、年金の支
給停止などが発生した場合は、引き落としが中止となり普
通徴収（納付書により市の窓口や金融機関などで納める方
法）により納めていただくことになります。

引き落としが
中止となる場合は

年金から引き落とし（特別徴収）
２月１２月１０月８月６月４月月

２０，０００円２０，０００円２０，０００円１０，０００円１０，０００円１０，０００円税額
平成２２年度の年税額の残り１／３ずつ前年度２月と同じ額算出方法

市税等　納期のお知らせ　市税等の納期は、次の表のとおりです。

321121110987654月
税目

4期3期2期1期市県民税（普通徴収）
4期3期2期1期固定資産税

全期軽自動車税
１０期9期8期7期6期5期4期3期2期1期国民健康保険税（普通徴収）

※市税等の納付期限日は、上記表の各税該当月の月末（月末が土・日の場合は、金融機関の翌営業日）となり
ます。ただし、固定資産税（３期）及び国民健康保険税（７期）の１２月分につきましては、２８日（２８日が土・
日の場合は、金融機関の翌営業日）が納付期限日となりますのでご注意ください。
※各市税等の納付書送付につきまして、各税第１期目の納付書送付時に年間（前納及び各期）分を送付します。
　上記表にて納付期限をご確認の上、金融機関等で納付をお願いします。
※納付書は一括送付のため取扱い、紛失等には特にご注意ください。 
　なお、納付には口座振替をご利用いただくと便利です。

【問合せ】収納対策係　☎７３－８８１０
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薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬
ののののののののののの
服服服服服服服服服服服
用用用用用用用用用用用
ににににににににににに
つつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいい
ててててててててててて

　

皆
さ
ん
は
病
院
や
薬
局
で
薬
を
受
け

取
っ
た
あ
と
、
自
宅
で
ど
う
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　

袋
か
ら
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
薬
と
混
ぜ
た
り
し
て
、
自
分
な
り
に

分
け
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
ま
す
か
。

　

患
者
様
の
な
か
に
は
高
血
圧
症
や
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
を
合
併
し
、
た

く
さ
ん
の
種
類
の
薬
を
服
用
さ
れ
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。　

　

そ
う
し
た
薬
を
き
ち
ん
と
管
理
す
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
し
、
薬
ご

と
の
効
能
も
把
握
し
き
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
薬
の
上
手
な
管
理
が

出
来
る
便
利
な
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

薬
袋
（
や
く
た
い
）
の
利
用

　

薬
袋
と
は
文
字
通
り
薬
を
分
類
し
、

保
存
す
る
た
め
の
袋
で
す
が
、
こ
の
薬

袋
に
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
日
に
何
回
服
用
す
る
の

か
、
い
つ
服
用
す
る
の
か
、
１
回
に
何

錠
（
カ
プ
セ
ル
、
包
）
服
用
す
る
の
か
、

ま
た
最
近
で
は
中
に
入
っ
て
い
る
薬
の

名
前
を
書
い
て
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
薬
が
あ
り
、
ど
の
薬
を

い
つ
服
用
し
て
い
い
の
か
混
乱
し
て
し

ま
う
方
は
、
こ
の
薬
袋
に
書
い
て
あ
る

内
容
と
、
薬
の
包
装
シ
ー
ト
に
書
い
て

あ
る
名
前
を
確
認
し
な
が
ら
服
用
す
る

と
、
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
と
き
に
薬
品
情
報
提
供
書

（
写
真
つ
き
の
お
薬
説
明
書
）も
一
緒
に

見
て
い
く
と
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
薬

を
服
用
し
て
い
る
か
確
認
で
き
ま
す
。

お
薬
箱
の
利
用

　

薬
袋
を
使
っ
て
も
薬
の
管
理
が
う
ま

く
い
か
な
い
場
合
は
、
１
週
間
や
１
ヶ

月
単
位
で
日
・
月
・
火
・
水
・
木
・

金
・
土
、
朝
・
昼
・
夕
・
寝
る
前
と
仕

切
ら
れ
た
専
用
の
お
薬
箱
に
薬
を
分
け

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
薬
を
受
け
取
っ
た
日
に

い
つ
ど
の
薬
を
服
用
す
る
か
を
す
べ
て

分
け
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
服
用
し
て
い

け
ば
飲
み
忘
れ
が
無
く
な
り
ま
す
。

　

朝
・
昼
・
夕
・
寝
る
前
な
ど
、
服
用

す
る
時
間
に
合
わ
せ
て
処
方
薬
を
ま
と

め
て
１
包
化
（
１
回
分
量
の
薬
を
１
袋

に
ま
と
め
る
）
す
る
の
も
一
つ
の
方
法

で
す
が
、
薬
の
効
能
の
把
握
が
難
し
く

な
り
が
ち
で
す
。

上
手
な
服
薬
管
理

　

服
薬
管
理
が
上
手
な
方
は
、
薬
を
服

用
し
た
ら
カ
レ
ン
ダ
ー
に
印
を
つ
け
た

り
、
食
事
の
際
に
服
用
す
る
薬
は
忘
れ

な
い
よ
う
に
食
卓
の
目
に
つ
く
所
に
置

い
た
り
、
外
出
用
に
携
帯
す
る
薬
を
あ

ら
か
じ
め
分
け
て
い
た
り
、
常
に
薬
を

携
帯
す
る
な
ど
の
工
夫
を
さ
れ
て
あ
る

よ
う
で
す
。

　

一
方
、
飲
み
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
方

は
、
食
後
は
く
つ
ろ
い
で
し
ま
っ
て
服

用
を
忘
れ
た
り
、
外
出
時
に
携
帯
す
る

こ
と
を
忘
れ
た
り
、
外
食
が
多
く
薬
を

持
っ
て
歩
い
て
い
て
も
服
用
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
同
じ
よ
う
な
理
由
で
薬
を
飲

み
忘
れ
て
し
ま
う
方
は
、
飲
み
忘
れ
を

し
な
い
よ
う
な
時
間
に
服
用
時
間
を
変

更
で
き
る
か
、
主
治
医
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

※
服
用
・
服
薬
＝
薬
を
飲
む
こ
と

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

時間外受診をされる方へ　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話で宿日直医師の担当診療科をお問
　　　　　　　　　　　　合せください。専門外の疾病の場合は、診察できませんのでご了承ください。

【問合せ】小城市民病院　緯７３－２１６１　　ホームページ・アドレス　http://www.ogishimin-hp.jp/

薬剤師　小柳　貴亮

薬袋（やくたい）

お薬箱（１週間分）
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～中小企業のみなさまへ～
信用保証協会が借入をサポート

　信用保証協会は『公的な保証人』として、事業資
金借入の保証をします！また、中小企業の皆様から
資金繰りなどの金融相談にも応じております。
【問合せ】
　佐賀県信用保証協会　業務部　☎２４－４３４２
　ホームページ：http://www.saga.cgc.or.jp

知

職業訓練受講生募集

　平成２２年８月期受講生を募集しています。
　（橋渡し訓練付き）
◆応募資格
　雇用保険受給資格者等離職者

＊４０歳未満の方が対象
＊企業内実習１カ月
◆申込期限　６月２５日（金）
◆入所日　　８月５日（木）
◆訓練機関　７ヶ月
◆訓練時間　９：３０～１５：４０
◆申込先　　最寄りの公共職業安定所
＊毎月職業訓練説明会を実施しています。
【問合せ】
　独立行政法人　雇用・能力開発機構佐賀センター
　（ポリテクセンター佐賀）ＪＲ伊賀屋駅前
　☎２６－９５１６

定　員募集訓練科名

15電気制御技術科

募

舞台に立ちたい子どもたち
集まれ！

　ＷＡＲＡＷＡＮＢＡ隊は子どもの「にわか」ミュー
ジカルチームです。
　平成２２年度の新しい隊員を募集しています。演
技・うた・おどりが好きな子、一緒にしませんか？
小学生以上の子どもは参加できますが特に、中学生
や高校生の入隊を望んでいます。
　まずは見学にきんしゃい！

◆活動日　水曜日　１７時３０分～２０時
◆場　所　牛津公民館
【問合せ】大橋　☎６６－４５９５

募

国保の人間ドック
申込み受付中！

　小城市国民健康保険に加入されている３０歳以上の
方を対象に、人間ドックの費用を一部助成していま
す。詳細については、市報５月２０日号に掲載してい
ます。
　定員になり次第締め切りますので、希望される方画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
はお早めに申込みください。画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
◆受付開始　平成２２年６月１日（火）～
【問合せ】国保年金課　担当　松尾　☎７３－８８０２

知

ヒブワクチン接種費助成の指定
医療機関取消

　市報さくら４月５日号でお知らせした、ヒブワク
チン接種費助成の指定医療機関のうち、次の医療機
関について取消の申し出がありましたのでお知らせ
します。

医療法人ロコメディカル　江口病院
【問合せ】健康増進課母子保健係　
　　　　　（三日月庁舎）　担当　島ノ江
　　　　　☎７３－８８２２

知
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～中小企業のみなさまへ～
金融相談をご利用ください

　佐賀県信用保証協会は『顔の見える協会』として、
中小企業のより身近な存在になれるように、毎月１
回下記の商工会議所及び商工会にて『金融相談』を
開催しております。
　なお、相談をご希望される方は、前日までに経営
指導員へご連絡下さい。
◆日時：毎週第１木曜日　１０時～１５時
◆場所：小城商工会議所、牛津・芦刈商工会
【問合せ】小城商工会議所　　☎７３－４１１１
　　　　　牛津・芦刈商工会　☎６６－０２２２

知平成２２年度税務職員
（国家公務員採用Ⅲ種（税務））募集

◆受験資格
　平成元年４月２日～平成５年４月１日生まれの者
◆試験の程度
　高等学校卒業程度
◆受付期間
　６月２２日（火）～２９日（火）
　（郵送の場合は６月２９日（火）の消印有効）
◆申込先
　希望する受験地の人事院地方事務局（所）
【第一次試験】
　試験日…平成２２年９月５日（日）
【第二次試験】
　試験日…平成２２年１０月１４日（木）～２１日（木）の
　　　　　うち指定する日
【問合せ】
　・佐賀税務署　総務課　☎３２－７５１１
（自動音声案内に従い「２」をプッシュしてくだ
さい。）

　・福岡国税局人事第二課　☎０９２（４１１）００３１　
　　（内線２１１７又は２１４３）までお尋ねください。
　・国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

募

６／２３～６／２９は男女共同参画週間です

男女共同参画週間記念フォーラム

「登山家：田部井淳子
～世界の山々をめざして」
～支えあい、ともに登ろう～

◆日時　６月２６日（土）１３時３０分～１５時３０分
◆場所　唐津市文化体育館　文化ホール
◆講師　 田  部  井 　 淳  子 さん（登山家）

た べ い じゅん こ

　女性で世界初のエベレスト登頂成功。登山を通じ
てのさまざまな経験や活動についての講演です。
※参加料無料・一時保育あり（要申込）
【問合せ】
　佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）
　事業部　☎２６－００１１

知

各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎月第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター毎月第２火曜日

小城町　桜楽館毎月第３火曜日

牛津公民館毎月第４火曜日

１３：３０～１５：３０小城町
桜楽館　相談室毎月第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室毎月第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム毎月第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室毎月第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎月第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎毎月第２水曜日

牛津町　アイル毎月第３水曜日

芦刈町　ひまわり毎月第４水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室毎週月・水・金曜日消費生活

相　　談

佐賀県弁護士会主催
無料電話相談！

　６月２６日（土）に弁護士による下記の無料の電話
相談が実施されます。お気軽にお電話ください。
◆女性の権利１１０番
・時間　１０時～１５時３０分
・内容　離婚、配偶者などからの暴力、職場などで

の性差別などについて女性弁護士が対応
◆子どもの貧困～生活費・教育費ホットライン
・時間　１０時～正午まで
・内容　主としてこどもを抱える家庭について、生

活苦などの経済問題について
【問合せ】佐賀県弁護士会　☎２４－３４１１

知
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台
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に
も
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づ
く
人
の
動
き
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成
22
年
４
月
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日
現
在
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前
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）
人
口
46,479

人（
＋
40）/男

性
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泉　万里江さん

～　アイ　ラブ　おぎ　～

託児所にて。今月から移転し、名称も
「そらいろ保育園」に変わった。

絵本に合わせて読み方を変える。
子どもたちも夢中で聞いていた。

おすすめの絵本たち。季
節に応じて入れかえる。

始
ま
り
は
育
児
サ
ー
ク
ル

　

育
児
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け

は
、「
ま
ず
自
分
が
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど

を
話
せ
る
友
だ
ち
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
く
ら
い
の
頃
っ
て
親
同
士
の
出

会
う
き
っ
か
け
が
な
い
ん
で
す
よ
。」
と
語

る
泉
さ
ん
。
３
年
後
に
は
、
同
じ
く
牛
津
町

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
「
お
は
な
し

会
」
の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
下
の
子
を
幼
稚
園
に
入
れ
た

頃
か
ら
『
社
会
復
帰
を
し
た
い
』
と
い
う
思

い
が
強
く
な
る
。
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
、

人
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
考
え
た
時
、
託
児

所
を
や
ろ
う
と
決
め
た
そ
う
だ
。

保
育
に
込
め
る
想
い

　

少
人
数
で
の
保
育
に
こ
だ
わ
る
泉
さ
ん
。

そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
子
ど
も
が
『
抱
っ

こ
』
と
言
え
ば
抱
っ
こ
で
き
る
よ
う
な
環
境

に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
３
歳
ま
で
の
子
育

て
は
、
家
で
い
う
基
礎
づ
く
り
。
こ
の
時
期

に
し
っ
か
り
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
で
、
子
ど
も

は
自
分
が
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
自
信
が

も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
預
か
り
し
て

い
る
大
切
な
子
ど
も
た
ち
で
す
の
で
、
保
護

者
の
方
と
同
じ
目
線
で
育
て
て
い
き
た
い
ん

で
す
。」
と
に
っ
こ
り
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
保
護
者

も
大
事
。
保
護
者
の
悩
み
や
気
持
ち
が
楽
に

な
る
よ
う
な
保
育
を
し
た
い
で
す
。」
と
語

る
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

長
男
が
入
団
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ルSA

GA

」

の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
現
在
、
今
月

佐
賀
で
開
催
さ
れ
る
「
食
育
推
進
全
国
大

会
」
に
出
演
す
る
た
め
の
準
備
に
取
り
か

か
っ
て
い
る
。
10
月
に
は
、
文
部
科
学
省
か

ら
の
依
頼
で
上
海
万
博
日
本
館
で
の
出
演
も

決
定
。
忙
し
い
毎
日
を
送
る
。

　

一
人
で
何
役
も
こ
な
す
そ
の
パ
ワ
ー
と
明

る
さ
は
周
囲
を
元
気
に
し
、
や
さ
し
い
ま
な

ざ
し
は
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
包
み
こ
む
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
育
者
、
教
育
者
と
し
て
の

活
動
を
続
け
て
い
く
。

保育士として 5 年、小学校で講師を 3 年務
め、結婚を機に牛津町へ。平成 7 年、小城
市内初の育児サークル「ひまわり」を立ち上
げ、平成 1 1 年 に、託児所「託児ルーム
MAMA」をスタート。保育や子育ての経験
を活かし、平成17年から２年間、小城市総合
計画審議会の委員も務めた。自身の愛読書
『子どもへのまなざし』（佐々木正美著）は
保育のバイブル。2児の母。


